
令和６年度事業報告 

令和６年４月１日から令和７年３月 31日まで 

概 況 

令和６年度の我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症からの回復が進み、個人消費やインバ

ウンド需要の増加、企業の設備投資の持ち直しなどにより、緩やかな景気回復が続いた。一方で、

エネルギー価格や原材料費の高騰、円安の影響による物価上昇が企業経営に重くのしかかり、中小

企業を取り巻く環境は依然として厳しい状況にある。高知県内においても、人口減少や少子高齢化、

人手不足といった課題が深刻化しており、地域経済の持続的な発展に向けた取り組みが一層求めら

れている。 

このような状況下、当連合会では、県下各単位会一丸となり、税務・経営支援のための各種研修

や租税教育の推進など、会員企業の課題解決と地域への貢献を軸に、着実な事業運営を展開してき

た。また、10月に本県で開催される全国大会に向け、組織基盤の強化を目的として会員増強運動に

注力した結果、県連部門において全国トップの純増増加数を収めることができた。 

さらに、少子化対策の一環として高知県より受託した「こうち出会いサポートセンター」では、

結婚を希望する若者を支援するマッチング事業や出会いの機会創出を図るイベントを実施し、地域

の将来を見据えた取り組みを継続している。 

事業並びに会議等の実施内容は以下のとおりである。 

 

Ⅰ．税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業＜継続１＞ 

１．税制提言活動事業 

◇提言作成に向けたアンケート調査の実施 

「今後の望ましい税制のあり方」をテーマとした税制改正に関するアンケート調査を、県下

単位会の役員及び会員を対象に実施した。 

 

◇令和７年度税制改正要望書のとりまとめ 

全法連は、令和７年度税制改正提言を策定するに当たっては、「財政健全化や社会保障制度の

あり方」など基本的課題への対応や活力ある日本経済を目指して、「経済活性化と中小企業対

策」を中心に法人会としての考え方を取りまとめることとし、県連は、これに基づき単位会か

ら提出された要望事項（本書 22ページを参照）を分類、整理し、県連税制委員会において検討

を行い、県連としての要望事項を取りまとめ全法連に提出した。 

 

◇税制改正に関する提言活動の実施 

全法連は全国の県連より提出された要望事項を取りまとめ、理事会で決議し、10月３日開催

の「法人会全国大会（鹿児島大会）」において提言趣旨説明を行った。 

全法連は政府・政党・関係行政省庁に行財政改革の徹底や税制の見直しを要望し、高知県連

では地元選出の国会議員、高知県知事及び高知県議会議長に対して要望活動を行った。  



≪地方自治体に対する要望活動の実施状況≫ 

要望活動先 要望活動実施者 

実施日 対 象 面接者 
所属会 役 職 氏 名 

自治体名 役職 役職 氏 名 

高知県 
知事 副知事 井上 浩之 

県 連 

会長 

税制委員長 

常務理事 

山元 文明 

山﨑 一寛 

公文 隆司 

11 月 22 日 

議長 議長 加藤  漠 11 月 22 日 

高知市 
市長 市長 桑名 龍吾 

高 知 

会長 

税制委員長 

常務理事 

山元 文明 

山﨑 一寛 

公文 隆司 

11 月 22 日 

議長 議長 平田 文彦 10 月 31 日 

土佐市 
市長 市長 板原 啓文 

伊 野 
会長 

税制委員長 

森澤 正博 

田中  等 
11 月 25 日 

議長 議長 糸矢 幸吉 

四万十市 
市長 市長 中平 正宏 

幡 多 
会長 

税制委員長 

福田  充 

坂井 義延 
11 月 25 日 

議長 議長 宮﨑  努 

須崎市 
市長 市長 楠瀬 耕作 

須 崎 
会長 

税制委員長 

田部 義弘 

国澤 隆英 
11 月 18 日 

議長 副議長 土居 信一 

南国市 
市長 市長 平山 耕三 

南 国 

会長 

税制委員長 

税制委員 

楠目  隆 

西野 精晃 

竹中 利文 

11 月 20 日 
議長 議長 岩松 永治 

安芸市 
市長 市長 横山 幾夫 

安 芸 

会長 

税制委員長 

税制委員 

籠尾 信之 

坂本 泰資 

山口 隆朗 

11 月 20 日 
議長 議長 佐藤 倫与 

 

◇全法連税制セミナーへの参加 

令和７年２月５日に開催された税制セミナーに、税制委員会希望者及び事務局２名がリモー

トで参加した。 

 

◇法人会全国大会への参加（提言内容の発表） 

令和６年 10月３日開催の「法人会全国大会（鹿児島大会）」に、県下６単位会から 58名が参

加した。 

 

２．租税教育事業 

次世代を担う児童生徒に税の仕組み等を理解してもらうため、租税教育の充実に努め、また、

これに資するための租税教育教材も全法連と連携して配布した。 

 

◇租税教室の開催 

≪単位会取組状況≫ 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合計 

学校数 42 7 20 12 10 18 109 

授業数 101 7 27 13 17 19 184 

児童生徒数 2,934 181 545 238 403 298 4,599 

 

  



≪開催校一覧≫ 

単位会 開催校 

高 知 

高須小・朝倉第二小・第六小・附属小・十津小・鏡小・初月小・昭和小・一宮東

小・江の口・潮江小・鴨田小・三里小・五台山小・春野東小・介良潮見台小・旭

東小・小高坂小・介良小・横浜新町小・長浜小・一宮小・布師田小・第四小・横

浜小・春野西小・潮江東小・秦小・土佐山学舎・高知小・泉野小・浦戸小・神田

小・江陽小・日高特別支援学校・高知中・高知国際中・附属中・城北中・春野中・

愛宕中・城東中 

伊 野 高岡第一小・宇佐小・新居小・伊野南小・枝川小・川内小・日下小 

幡 多 

東山小・清水小・竹島小・三崎小・上川口小・具同小・佐賀小・中村小・田ノ口

小・小筑紫小・拳ノ川小・西土佐小・三原小・三浦小・大島小・中村中・片島中・

小筑紫中・佐賀中・西土佐中 

須 崎 
多ノ郷小・東又小・七里小・影野小・新荘小・須崎小・上ノ加江小・久礼小・葉

山小・斗賀野小・佐川小・越知小 

南 国 
大篠小・日章小・後免野田小・長岡小・赤岡小・吉川小・野市小・佐古小・舟入

小・本山小 

安 芸 

甲浦小・野根小・佐喜浜小・室戸小・吉良川小・羽根小・奈半利小・北川小・田

野小・安田小・馬路小・伊尾木小・川北小・土居小・安芸第一小・井ノ口小・赤

野小・芸西小 

 

◇「税に関する絵はがきコンクール」 

≪単位会取組状況≫ 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合 計 

応募校 17校 6校 21校 15校 10校 9校 78校 

応募数 790枚 138枚 353枚 240枚 141枚 168枚 1,830枚 

令和６年 10月 30日に絵はがきコンクール選考会を開催した。 

高知県代表作品は、須崎法人会選出作品となり、四法連会長賞を受賞した。 

各単位会代表作品は、「全国女性フォーラム北海道大会（令和７年９月 18 日）」へ展示す

る。 

 

◇全国女性フォーラム 

全国女性フォーラム広島大会（令和６年４月 18日）へ県下女性部会から 22名が参加し、大

会では令和５年度絵はがきコンクールの県下各単位会代表作品が展示された。 

 

◇全国青年の集い 

全国青年の集い福井大会（令和６年 11月７・８日）へ県下青年部会から 25名が参加し、大

会では全国 11局連代表の「租税教育活動プレゼンテーション」が行われ、厳正な審査の上、最

優秀賞等を選定した。高知県では幡多法人会が四国代表としてプレゼンを行い、「奨励賞」を受

賞した。 

また、国の社会保障制度や財政が抱える問題を解決するため青年部会が取り組んでいる健康

経営については「健康経営大賞 2024 in福井」と題し、単位会部門及び企業部門に分けファイ

ナリスト選定者による事例発表が行われ、厳正な審査の上、最優秀賞等を選定した。  



３．税の広報事業 

税の取り巻く環境変化に対応すべく「国税・地方税の電子申告納税制度の普及」や「消費税

の期限内納付」をはじめ、税務知識の普及と納税意識の高揚を目的にマスメディア及び「広報

看板」を通して広く一般市民に啓発活動を行った。 

 

◇「税の期限内納付」など納税意識の高揚、税知識の普及に寄与するための資料配布及び広報 

◇「税を考える週間」新聞等による広報 

◇納税者の利便性と申告事務の合理化を図るため、e-Tax及び eLTAX、ダイレクト納付の普及推進 

◇「第 71回よさこい祭り」協賛看板の設置 

◇防犯ブザープレゼントキャンペーン 

◇会報「ほうじん土佐」の発行（6,200部） 

◇単位会広報誌発行助成 

◇新年年賀広告 

 

Ⅱ．地域の経済社会整備改善を図るための事業＜継続２＞ 

１．経営支援事業 

一般企業及び市民、会員に対する経理、法律、経営に関する研修会の開催支援を行った。 

 

◇講演会の開催 

≪青年部会連絡協議会・女性部会連絡協議会 会員交流会議記念講演会≫ 

開催日：令和６年４月 25日 

会 場：三翠園 

テーマ：相手の心をがっちり掴む堂々とした話し方講座 

講 師：コミュニケーション講師 俳優／お笑い芸人 桑山 元 氏 

 

◇研修会の開催 

≪経理セミナー≫ 

開催日：令和６年８月 26日～28日 

会 場：しまんとぴあ（四万十市）、ちより街テラス（高知市） 

テーマ：よくわかる経理の実務手ほどき講座 初級編・中級編 

講 師：(株)プロモーターズカンパニー 中小企業診断士 石川 アサ子 氏 

 

  



≪令和６年度研修実施状況≫ ※研修参加率（参加者数／令和６年 12月末現在会員数） 

区分 

税法税務 

※インターネットセミナー含 
経営・経済・金融 

その他 

※インターネットセミナー含 
実施回数 

小 計 

参加人員 

小 計 

研 修 

参加率 

税法税務 

研 修 

参加率 実施回数 参加人員 実施回数 参加人員 実施回数 参加人員 

高知 26 1,677 19 612 15 1,663 60 3,952 119.6% 50.7% 

伊野 14 505 3 25 6 495 23 1,025 215.3% 106.1% 

幡多 12 491 5 37 4 312 21 840 149.5% 87.4% 

須崎 18 578 4 66 7 479 29 1,123 193.3% 99.5% 

南国 9 459 3 12 7 400 19 871 156.4% 82.4% 

安芸 10 422 5 34 3 301 18 757 263.8% 147.0% 

県連 2 42 0 0 0 0 2 42   

合計 91 4,174 39 786 42 3,650 172 8,610 149.3% 72.4% 

 

≪研修参加率推移≫ 

区分 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

研修参加率 
税 務 税 法 

研修参加率 
研修参加率 

税 務 税 法 

研修参加率 
研修参加率 

税 務 税 法 

研修参加率 

高知 139.0% 74.2% 115.8% 50.0% 119.6% 50.7% 

伊野 158.0% 63.0% 195.2% 80.1% 215.3% 106.1% 

幡多 125.2% 80.1% 112.4% 59.4% 149.5% 87.4% 

須崎 147.4% 92.4% 167.8% 66.2% 193.3% 99.5% 

南国 129.5% 73.7% 160.1% 80.7% 156.4% 82.4% 

安芸 220.7% 110.7% 239.8% 127.4% 263.8% 147.0% 

合計 144.1% 78.3% 145.4% 63.7% 149.3% 72.4% 

 

≪全法連研修参加率向上表彰（令和５年度の実績による表彰）≫ 

その年度において税法税務研修参加率が高い単位会に対する表彰 

優秀賞 安芸法人会 

 

≪県連研修参加率表彰（令和５年度の実績による表彰）≫ 

その年度において顕著な成績を挙げた単位会表彰 

200％以上 安芸法人会 

160％以上 伊野法人会 須崎法人会 南国法人会 

 

◇法人会インターネットセミナー 

各単位会のホームページ上で配信されるセミナーで、その内容は、総務・経営・労務・健康

等の多岐にわたり、経営者が知っておくべき多彩なセミナーと講師陣を揃え、社員教育にもご

活用いただいている。 

 

≪令和６年度インターネットセミナーログイン状況≫ 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合 計 

ログイン数 2,936 965 767 925 1,045 958 7,596 



２．社会貢献事業 

各単位会、関係諸団体と連携をとり社会貢献活動の推進を支援した。 

 

◇法人会クリーンデー 

令和７年１月 19日に県下６単位会で開催した。 

 

◇食品ロス削減 

女性部会では、「持続可能な社会を支えるため、わたしたちに何ができるのか」を考え、「食

品ロス」削減に取り組んでいる。その推進策として、広報誌への掲載や各種会議終了後の親睦

会で 2010 運動（宴会開始 20 分間と宴会終了前 10 分間に自席で飲食し、食べ残しを減らすた

めの運動）を行っている。 

 

◇いちごプロジェクト 

いちごプロジェクトとは、2011年夏の節電目標だった「15％」に由来しており、夏と冬に節

電活動を行っている。女性部会では、広報誌への掲載やチラシ・うちわの配布を行っている。 

 

Ⅲ．単位会の行う公益目的事業を実施するための助成事業の円滑な運営支援＜継続３＞ 

単位会が行う助成事業に関し、当該事業の運営が円滑に行われるよう申請・報告の取りまとめ、

研修・指導等を行った。 

 

Ⅳ．貸倒保証制度の普及推進（案内・周知）＜他１＞ 

貸倒保証制度の推進【三井住友海上火災保険(株)】  令和６年度利用法人数 １社（高知） 

 

Ⅴ．会員組織の充実を図ること、会員支援のための親睦交流などに関する事業＜他２＞ 

１．組織の拡充強化・充実 

組織の維持拡大は法人会活動の基盤をなすものであり、組織の充実・強化を図るため今年度

も、各金融機関本部及び支店の多大なるご協力のもと、９月から 12月を強化月間と定め、全法

連の会員増強施策に加え、当会でも福利厚生制度協力会社推進員と金融機関の紹介による新規

獲得１件毎に粗品等を紹介者に配布する施策を打った。 

また、県下の各単位会の組織委員を中心に役員一人一社以上の獲得を目標として加入勧奨を

行った結果、令和６年度は 408 社が加入し、法人会員数 5,687 社（対前年比 211 社増）、個人

会員数 261名（対前年比 22名増）、法人加入率 49.0％（対前年比 0.8％増）となった。 

各単位会の会員数は次表のとおり。  



≪令和７年３月 31日現在 会員数≫ 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合 計 

所管法人数 6,738 858 1,099 1,049 1,241 627 11,612 

法人会員数 3,247 465 558 574 551 282 5,687 

内

訳 

正会員 2,876 421 542 558 522 276 5,194 

正会員以外の法人 371 44 16 16 29 6 483 

加 入 率 48.2％ 54.2％ 50.8％ 55.7％ 44.4％ 45.0％ 49.0％ 

個人会員数 190 16 18 10 14 13 261 

 

２．部会及び連絡協議会の活動 

◇調査課所管法人部会 

調査課所管法人部会においては、高松国税局の指導をいただき税務研修会を開催した。 

 

≪調査課所管法人部会税務研修会≫ 

開 催 日：令和７年３月 26日  会 場：ザ クラウンパレス新阪急高知 

①テーマ：令和７年度税制改正（案）等のポイントについて  

講 師：高松国税局 調査査察部 調査管理課 主査 熊倉 誉 氏 

②テーマ：優良な電子帳簿に係る過小申告加算税の軽減措置について  

講 師：高松国税局 調査査察部 調査管理課 調査官 山本 鮎美 氏 

 

◇連絡協議会 

青年部会連絡協議会・女性部会連絡協議会においては、独自の企画に基づき、社会貢献活動、

関係友好団体との交流など活発に展開し重要な役割を果たした。 

 

≪令和７年３月 31日 青年・女性部会 部会員数≫ 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合 計 

青年部会 167名 36名 82名 71名 36名 35名 427名 

女性部会 89名 35名 39名 72名 20名 19名 274名 

 

３．福利厚生制度推進事業 

福利厚生制度を取り巻く環境は、経済状況の悪化、さらには会員企業の保険のニーズの多様

化等により厳しい状況ではあるが、厚生制度の普及は会員の福利増進とともに法人会の財政基

盤の安定に大きなメリットをもたらすものであり、厚生委員会と福利厚生制度推進協力会社と

連携を密にして推進を図った。 

 

◇福利厚生制度推進会議の開催 

単位会の福利厚生事業の展開に際し、福利厚生制度推進協力会社３社と連携をとり、推進を

図るため目標達成に向けての会議を開催した。 

◇全法連福利厚生制度推進表彰（令和５年度の実績による表彰） 

  



(１)県連受彰 

・「顕著な成果を挙げた県連に対する表彰（大同生命保険取扱分） 

・「高成績を長期間維持している県連に対する表彰」 

・「大型総合保障制度の役員加入率が高い県連に対する表彰」 

 

(２)単位会受彰 

・「顕著な成果を挙げた単位会に対する表彰」  須崎法人会 高知法人会 

 

◇福利厚生制度推進状況 

≪経営者大型保障制度【大同生命保険(株)】≫ （令和７年 3月 31日） 

単位会 会員数 加入企業数 加入率 
役 員 

企業数 加入企業数 加入率 

高 知 3,247 662 20.4% 43 41 95.3% 

伊 野 465 106 22.8% 38 31 81.6% 

幡 多 558 151 27.1% 38 31 81.6% 

須 崎 584 128 21.9% 33 28 84.8% 

南 国 551 149 27.0% 36 29 80.6% 

安 芸 282 67 23.8% 24 21 87.5% 

合 計 5,687 1,263 22.2% 212 181 85.4% 

※役員企業数については、加入不可能企業を除いた数。 

 

≪ビジネスガード【ＡＩＧ損害保険(株)】≫ （令和７年 3月 31日） 

単位会 会員数 加入企業数 加入率 
新規企業 

目標 実績 達成率 

高 知 3,247 738 22.7% 62 52 83.9% 

伊 野 465 84 18.1% 6 8 133.3% 

幡 多 558 89 15.9% 9 8 88.9% 

須 崎 584 93 15.9% 7 11 157.1% 

南 国 551 111 20.1% 10 14 140.0% 

安 芸 282 76 27.0% 5 7 140.0% 

合 計 5,687 1,191 20.9% 99 100 101.0% 

 

≪がん・医療・その他保険制度【アフラック生命保険(株)】≫ （令和６年 12月 31日） 

単位会 会員数 
目標年間換算 

保険料 

実績年間換算 

保険料 
達成率 

加入 

企業数 
加入率 

高 知 3,305 12,014千円 9,178千円 76.4％ 594 18.0％ 

伊 野 476 1,894千円 1,874千円 98.9％ 94 19.7％ 

幡 多 562 1,307千円 3,406千円 260.6％ 84 14.9％ 

須 崎 581 3,092千円 3,332千円 107.8％ 113 19.4％ 

南 国 557 2,860千円 2,916千円 102.0％ 118 21.2％ 

安 芸 287 3,028千円 3,568千円 117.8％ 59 20.6％ 

合 計 5,768 24,195千円 24,274千円 100.3％ 1,062 18.4％ 



◇医療機関と提携による人間ドックの斡旋 （令和６年４月１日～令和７年３月 31日） 

 高 知 伊 野 幡 多 須 崎 南 国 安 芸 合 計 

利用件数 33 14 16 22 13 8 106 

 

◇「第５回チャリティゴルフフェスタ」の開催 

本事業は、令和２年度から開催している厚生委員会主催のチャリティゴルフ大会で、参加者

同士の親睦を深め、収益金を社会貢献活動に役立てる目的で企画した。令和６年９月 25 日に

Kochi 黒潮カントリークラブにて開催し、参加者は 187 名。収益金 20 万円は、令和６年 10 月

18日に「高知新聞厚生文化事業団」に寄付した。 

 

  ◇砂場除菌シートの贈呈 

大同生命保険(株)の制度である「ビッグハートネットワーク」の収益金で保育園や幼稚園の

砂場にかける除菌シートを購入し、令和７年３月３日に若草幼稚園と針木保育園の２園に贈呈

いたしました。 

 

Ⅵ．出会い・結婚・子育て応援窓口運営業務等委託事業の受託＜他４＞ 

結婚は個人の自由であることを大前提に、支援を望む方の希望をより早くかなえることができ

るよう、「こうち出会いサポートセンター」において、出会いや結婚への支援を希望する独身者に

対する「出会いの機会の創出」を行った。 

また、出会いイベントの地域偏在を解消するため、東部・西部を中心的な拠点とし、各地域の

結婚支援の取組の質の向上を目指すコンシェルジュ・サテライト機能により、市町村や各団体・

企業等の出会いや結婚支援事業を技術面・情報面から支援した。 

なお、事業実施にあたりセンター長１名、参与 1 名、職員 2 名、パート 4 名を雇用している。 

 

１．出会い・結婚・子育て応援窓口運営業務 

(1) 出会いイベントに関する業務 

①応援団の登録拡大・支援の充実 

 令和 6年度 令和 5年度 

イベント数  76 回   71 回 

イベント参加者数 1,443人 1,217 人 

カップル数 154組 148 組 

成婚数   2 組    0 組 

 

②応援団へイベントアドバイザー、イベントファシリテーターの派遣 

応援団にイベントの企画支援等を行う専門家を派遣した。 

・アドバイザー・ファシリテーター派遣  36回 

・イベントアドバイザー・ファシリテーター連絡会  １回 

 

  



③応援団研修の開催 

開催日：令和 6年 10月 3日  会 場：オーテピア 

参加者：20名 

 

④「高知で恋しよ！！応援サイト」のメルマガ会員を募集、登録とメルマガ配信 

・メルマガ会員数  5,551名（うち独身者：5,488名） 

・メルマガ配信  265回 

 

⑤イベント終了後のお引合せ・交際フォロー 

・活動実績  43回 108組 

 

⑥異業種交流会の開催 

開催日：令和 6年 11月 23日  会 場：高知県立県民体育館＆高知大丸 

参加者：28名（男性 14名 女性 14名） 

 

(2) マッチングシステム（会員同士による１対１のお引合せ）に関する業務 

 令和 6年度 令和 5年度 

お引合せ成立数 331組 342組 

カップル数 142組 124組 

成婚数※ 7組 16組 

 ※センター開設時からの成婚数は 124組 

 

①マッチング会員(お試し会員を含む)募集等 

・高知新聞紙面広告 2回 

・SNS広告 2回（令和 6年 10月～令和 7年 1月/令和 7年 2～3月） 

・YouTube広告 1回（令和 6年 10月～12月） 

 

②会員の登録 

 会員数 
性別 

男性 女性 

令和 7年 3月 31日現在 650 442 208 

令和 6年 3月 31日現在 700 478 222 

 

③会員登録・閲覧の窓口設置 

・高知センター、四万十センター、安芸センター（常設センターなし）、県下出張先にて設

置 

 

  



④閲覧・申込み体制の整備 

 閲覧数 
性別 

男性 女性 

令和 7年 3月 31日現在 1,214 1,079 135 

令和 6年 3月 31日現在 1,523 1,357 166 

・自宅閲覧件数：12,451件（男性 10,527件/女性 1,924件） 

 

⑤個別のお引合せ・交際フォロー 

・活動実績 330回 

 

⑥出張登録閲覧会及びヘアメイク・写真撮影付きスペシャル登録会の実施 

・県下市町村における出張登録閲覧会 26回 

・スペシャル登録会 11回（開催場所 県下市町村 8回/センター3回） 

 

⑦会員限定イベントの実施 

・会員限定イベント 11回（参加者数 103名） 

 

   ⑧民間の結婚相談所との連携 

a 会員向けメルマガ：民間結婚相談所からのお知らせ等を月に１回発出 

 ・発出回数 6回（令和 6年 10月～） 

b 民間相談所会員とマッチング会員の相互マッチング 

 ・お引合せ数 34回  カップル数 11組 

 

(3)「高知で恋しよ！！応援サイト」の運営管理 

①「高知で恋しよ！！イベント」システム等の運営管理 

 

②「高知で恋しよ！！マッチング」システム等の運営管理 

 

③応援団等の運営管理 

 

④その他ブログ等ＳＮＳを活用し、事業に必要な情報発信 

 

(4) 出会い・結婚の相談に関する業務 

センター内において、独身者等からの電話やメール、来所等による相談対応や情報提供な

どを行った。 

 

  



(5) 独身者を支援するボランティア（マッチングサポーター・婚活サポーター）の養成や活動

支援 

①養成研修：年 6回（3箇所×2回）以上実施 

・実施回数 8回（参加者 13名） 

②スキルアップ研修：年 2回以上実施 

・実施回数 2回（参加者 58名） 

 

(6) その他、業務を遂行するために必要なこと 

センター及び応援コーナー等スタッフの育成・指導 

・令和 6年 10月 3日 岩手県の結婚支援事業の取組みについて  7名 

・令和 7年 2月 6日 個人情報の保護について    7名 

 

２．結婚支援コンシェルジュ・サテライト業務 

(1) 市町村、企業、地域団体等への訪問及び現状把握 

市町村等への訪問等により、出会い・結婚に関するイベント実施予定や現状・課題の聞き

取りを実施した。 

・訪問市町村数 34市町村 

 

(2) 市町村等が実施するイベント、セミナー、広報への助言・立会等による協力 

 

(3) 結婚支援業務未実施市町村への働きかけ 

 

(4) 関係先(市町村、企業等)との情報共有 

 

(5) その他、各市町村の結婚支援を技術面・情報面から支援するために必要な業務 

 

(6) 企業間交流イベントの実施 

気軽に参加でき、社会人同士の交流となるイベントを実施した。 

開催日 内容 参加者数 参加企業数 

9月 20日 ボードゲーム 12 7 

10月 18日 ボルダリング 8 3 

11月 24日 サバイバルゲーム 25 9 

11月 30日 レザークラフト・ピザ作り 13 5 

2月 8日 異業種交流会・コミュニケーションセミナー 8 2 

 

  



Ⅶ．総務関係及び事務局体制の整備 

１．事務運営体制の確立 

全法連からの事務局強化支援助成金を活用し、昨年に続き県連で社会保険労務士と顧問契約

をした。また、依頼のあった単位会には県連の職員を派遣し、総会のサポート等を行った。 

南国法人会については、社会保険労務士の派遣や、12月からの職員休職により高知県連が業

務委託を受け各種会議の開催、会計、書類の整理、各種手続き等の業務を行った。 

さらに、各単位会の法人会運営業務を円滑に行うため、個人情報保護法についての研修会を

行った。 

 

≪県下事務局会研修会≫ 

開催日：令和６年 12月 19日  会 場：ちより街テラス 

テーマ：特定個人情報保護法について 

講 師：こうち中央社労士事務所 社会保険労務士 秋山 直也 氏 

 

２．各種会議の開催 

定時総会をはじめ、円滑な運営を図るための各種会議を開催した。 


